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「春日山窯図」　
春日山窯は、加賀藩が文化年間京都より青木木米を招聘し、その指導のもと、卯辰山に九谷焼を再興するために築窯
されました。
当クラブの例会場も同じ卯辰山の地にあるという繋がりで、今年度は「春日山窯図」を年間通しの表紙とします。
さらに別ページで、春日山窯を含む金沢の工芸の流れを受け継ぐため創られた卯辰山工芸工房の収蔵品を始めとして
順次この地区にゆかりのものを紹介して行きます。

　「赤・黄色　カードはいつも　親に出し」
２．出　欠
　出席　３３名　　欠席　１６名　　
　出席率　７０．２１％
　ビジター　２名　　　
３．来訪者（敬称略）
　金　沢ＲＣ　　今木　繁行
　金沢西ＲＣ　　中村　雅代　　稲葉義弘
４．ニコニコボックス
　木下君、中村（芳）君

　本日の講師、素谷富雄氏のお話を楽しみにしています。
　佃　君 ３６ヵ年皆出席顕彰を受けました。ありがとうございま

す。
合計１３,０００円（累計６２５,０００円）

４月クラブ日誌

５日（木）
京都洛北・金沢北ＲＣ合同
お花見夜間例会

金城楼にて

１２日（木） ４月定例理事会 松魚亭にて
２６日（木） 職場訪問例会  ㈱佃食品

第 1837 回例会　　　職場訪問例会
４月２６日（木）曇りのち雨  12：30 ～ 13：30  松魚亭

１．職場訪問
　㈱佃食品
２．出　欠
　出席　３２名　　欠席　１８名　　出席率　６６．６６％
３．ニコニコボックス
　木下君、中村（芳）君、油井君

本日は職場訪問例会です。佃さん、お世話になります。
　佃　君 工業見学、お待ちしております。
　畠　君 佃様の職場訪問、所用で欠席です。申し訳ございません。

合計８,０００円（累計６３３,０００円）

第 1838 回例会 
５月１０日（木）晴れ　12：30 ～ 13：30　　松魚亭

１．講　話
　会員　高岡　昇　君
　「茶屋文化と金箔文化」
２．出　欠
　出席　３４名　　欠席　１５名　　出席率　７２．３４％
　ビジター　３名
３．来訪者（敬称略）
　金沢東ＲＣ　　別川　稔
　金沢南ＲＣ　　水野義男
　香林坊ＲＣ　　北川善昭
４．幹事報告
　・例会終了後、理事会開催
５．皆出席顕彰
　８ヵ年　　佐賀務君
６．お誕生日祝い（敬称略）
　　　　６日　　越田和好

　　　１８日　　木村功一
　　　２２日　　佃　一成
　　　２３日　　松本範夫
　　　３１日　　森　　大
７．ご結婚記念日祝い（敬称略）
　　　　５日　　深山　彬
　　　　６日　　米澤修一
　　　１７日　　野村千秋
　　　１９日　　内堀　茂
８．ニコニコボックス
　木下君、中村 ( 芳 ) 君、畠君
　　　　高岡昇君のお話を楽しみにしています。
　佃　君 また年が一つ増えました。でも、元気でいつまでもこの

世におりたいですね。
　越田君  お誕生祝いを頂いて、有難うございました。
　松本君 誕生日祝い、有難う。私もやっと７０歳になりました。

７０歳になったら言いたいことを言う。若づくりをす
る（ドリフターズのように…？）ドライバーを飛ばす。
不良老人になるよう、努めます。

合計９,０００円（合計６４２,０００円）

理　事　会　報　告
５月１０日（木）出席者１７名

◆審議事項
　①お花見夜間例会決算報告　承認
　②新会員候補者の件　経営コンサルタント　布村安弘氏
　③退会会員の件　磯野進吾会員（体調不良と職務繁忙の為）
　④その他

5・6月の例会変更のご案内

………………………………金沢ＲＣ………………………………
５月２３日（水）１８：００～「チャリティ・オークション」

金沢ニューグランドホテル
６月１３日（水）　休 　会

………………………………金沢東ＲＣ………………………………
６月１８日（月）休　会

……………………………金沢西ＲＣ……………………………
６月２９日（金）最終夜間例会～金沢都ホテル

…………………………金沢南ＲＣ…………………………
５月８日（火）休　会

６月１９日（火）最終夜間例会　１８：３０～ホテル日航金沢
６月２６日（火）休　会

………………………金沢北ＲＣ………………………
６月１４日（木）休　会

６月２８日（木）最終夜間例会　１８：３０～松魚亭
…………………………………香林坊ＲＣ…………………………………

５月７日（月）休　会
……………………………みなとＲＣ……………………………

５月１日（火）休　会
…………………………………百万石ＲＣ…………………………………

６月２８日（木）→６/ ２１（土）最終例会　１９：００～湯涌温泉に変更

講 話 予 定

５月２４日（木）
会員　小泉幸雄君

５月３１日（木）　６月７日（木）
金沢学院大学スポーツ健康学部教授　井箟敬氏

６月１４日（木）
休会

６月２１日（木）
銭五の館　館長　荒川勝治氏

６月２８日（木）
最終夜間例会

講師　　素谷富雄氏



　茶室「直心庵」は金沢市山ノ上町、曹洞宗寺院の月
心寺境内に在ることはよく知られています。月心寺境
内には加賀藩の茶堂（茶堂・茶具奉行）を勤めた裏千
家の流祖仙叟宗室の史跡があり、特に茶道に親しむ人
たちにとってはこの「直心庵」に隣接して設けられた
茶室「暁雲亭」で、毎月茶道隆茗会による茶会が催さ
れていることから、身近な存在といえます。「直心庵」
の庵号は、裏千家第１４世家元淡々斎が命名したもの
で、維摩居士（維摩経・直心是道場）の逸話に由来す
るものです。
　維摩経のなかの逸話で、光厳童子の「道場はどこに
あるのですか」との問いに対し、維摩居士が「直心が
道場です」と答えたことが伝えられています。光厳童
子が、修行場所を人里離れた静寂な地に求めようとし
たのに対して、維摩居士は直心、すなわち自己のあり
のままの心こそが道場であると諭したもので、たとえ
喧噪のなかに在っても、心を静寂に保っていればいた
る所が修行の地となるという意味です。維摩居士は、
紀元前のインドの商業都市バイシャリ（ヴェーサー
リー）の大資産家で、在家の仏教徒でよく仏教の精神
に通じていたことで知られています。バイシャリは、
私にとっては嘗ての任地ヴェナレス（ヴァラ・ナシィ）
の町の近くに在り、２，５００年の歴史を伝えて現在も

遺跡が残されています。
　茶室「直心庵」は、４畳敷き。洞床と呼ばれる入り
込んだ床の間を備えた茶室で、逆勝手（挿絵と写真）
と称する点前をする茶室です。
　４畳半より小さな茶室を小間と呼びますが、小さな
空間に主客が対峙する緊張感のある空間構成となって
います。この茶室は、袖壁に付した化粧柱を備えてい
ます。この柱には朱漆で「直ぐなるを　心に立る中は
しら　なかなか規矩は　ふしにこもれり」と書かれて
います。裏千家第１１世玄々斎家元が書いたもので、
明治８年老境の玄々斎は、１１月２４日仙叟２００回
忌の為金沢を訪れ月心寺へ墓参し、新しく位牌を寄進
しています。茶室「直
心庵」は、今は料亭
「大友楼」となってい
る湯川一井庵邸内に
建築されましたが、
その後、料亭「山乃
尾」に移築、そして
月心寺境内に再移築
されるという経緯を
たどって、今日に伝
えられています。

茶室「直心庵」のこと
会員　吉井　清

第 1835 回例会　
４月１２日（木）晴れ　12：30 ～ 13：30　　松魚亭

１．講　話
　会員　的場晴次　君
　「行政書士とは何者？」
２．出　欠
　出席　３４名　　欠席　１５名　　出席率　７２．３４％
　ビジター　２名
３．来訪者（敬称略）
　堺　北ＲＣ　　木畑　清
　金沢東ＲＣ　　諸江　賢二
４．皆出席顕彰
　３６ヵ年　　佃　一成君
　２５ヶ年　　大澤久廣君
５．お誕生日祝い（敬称略）
　　　　７日　　高畠　菊丸
　　　　８日　　小間井宏尚
　　　２４日　　卯野　正博
６．ご結婚記念日祝い（敬称略）
　　　　４日　　越田　和好
　　　　５日　　大村　精二
　　　１４日　　松本　範夫
　　　１６日　　岡田　進
　　　２６日　　吉井　清
７．ニコニコボックス
　木下君、中村（芳）君

的場晴次君のお話を楽しみにしています。
　的場君 本日は、私の拙い話をさせて頂ききますので、宜しくお

願いします。
　小間井君 

亡母、小間井菊榮葬儀にご会葬いただき、有難うござい
ました。

　大澤君 ２５ヶ年、皆出席させて頂きました。
　山上君 ４月６日（金）京都洛北ＲＣとの合同ゴルフコンペで、

ハンディに恵まれ優勝させて頂きました。賞品のズワイ
蟹、ノドグロ、家族で美味しく頂きました。

　高畠君 誕生月です。お祝い、有難うございました。
　越田君 今月は結婚記念月です。
　野村君 一ヶ月ぶりに復帰でき、皆様とご一緒できて嬉しいです。

合計３１,０００円（累計６１２,０００円）

理　事　会　報　告
４月１２日（木）出席者１０名

◆審議事項
　①お花見夜間例会決算報告　承認
　②職場訪問例会の件　４月２６日（木）佃食品様
　③その他

第 1836 回例会　
４月１９日（木）晴れ　12：30 ～ 13：30　　松魚亭

１．講　話
　（社）石川県サッカー協会　　会長　素谷　富雄　氏

今回はテリトリーの文化的ゆかりの場所の紹介として、金沢に根付いた「裏千家」のルーツとも言える、仙叟居士の史跡があり、

命日である２３日に毎月追悼の茶会が開催される月心寺（住職・勝田会員）について、裏千家茶道教授でもある吉井会員より

御紹介いただきます。 　５月３日（木・祝）、中村芳明会員所有の竹林へ、
タケノコ掘りに行ってきました。
　朝９時半集合、金沢時間で実際に掘り始めたのは
１０時前。参加者は写真のとおりですが、タケノコを
掘る鍬は３本。中村会員以外の方は（私も含めて）普
段は鍬など手にすることもないようで、慣れない作業
に汗をかいておられました。タケノコ掘りという作業
はその人の性格がハッキリでるようです。一番丁寧に
掘っておられたのが、木村会員。タケノコの回りをコ
ツコツと少しずつ掘って、最後に根との間に鍬を入れ
て取り出す。一番大雑把で、下手くそだったのが小生。
いくつものタケノコを、無駄にしてしまいました。
　３人が交代でタケノコを掘っている間、他のメン
バーは横から口を出す。その日に何本か掘って覚えた
ことを、さも以前から知っているように講釈をたれる。

１１時頃の終了まで僅かな時間だったのですが、実際
は掘っている時間よりも横から口を挟んでいる時間の
方が長く、それでもいい汗をかいて、適度な運動にな
りました。
　タケノコ掘り終了後は、中四十万集会所で宴会。実
は、こちらの方が今回のメイン。各種タケノコ料理の
ほか、皆さんが持ち寄った刺身、昆布締め、あら煮、
チマキ等々。お酒はビールに始まって赤・白ワイン、
日本酒。お昼からのお酒で皆さん心地よく、料理を堪
能されたようでした。
　竹林というのは放っておくと、どんどん竹が増えて
荒れてしまうようです。だから毎年タケノコを掘らな
くてはいけない。中村会員の竹林の維持に貢献するた
め、来年もまた頑張りましょう。

タケノコ掘り
会員　大場　修


